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名谷駅歩いて3分

·”

シティーホール名谷
葬儀・法要会館

年中無休・24時間営業
合 794-4949

No.1の進学塾は個別指導も強い！
※自社調ぺ 2024年度兵庫県公立高校入試の学区トップ高校（旧学区のトップ高校•国立高専含む）において580名を超える合格者を輩出

「得意な英語を伸ばしたい」「苦手な教科だけ補強したい」「集団の中では消極的になってしまう」。エディック・創造学園個別に通っている生徒は様々な目的で
通塾しています。生徒一人ひとりにカリキュラムを合わせることができる、それが個別指導の魅力である 一方で誰に何を相談して良いか分からず、時間が経過して
しまったという声も多く寄せられます。今回はよく質問されるお悩みをエディック個別西神南校の教室責任者である高坂先生に間いてみました。

©乱なぜ塾に行った方がいいの？

塾は勉強をする場所というイメージが強いですが、その他にも

たくさんメリットがあります。例えば 、 お子さまの現状を正

しく把握できます。通っている中学校で上位だったとしても

兵庫県内で見 るとどうなのか 、 行きたい志望校（中学、高

校、大学）は、 今の実力で合格できるのかなど、確度の高い

情報を得ることできます。また、 学校とは異なる友人やライ

バル、人生の恩師とも思える講師との出会いが、お子さまを

さらに大きく成長させます。学力はもちろんですが、直接人と

関わることで、社会性や人間力も高めることができるので、

塾はオススメです。

プロフィール

遥
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高坂祐輝
エディック個別
西神南校
教室責任者

自身もエディックの 卒業生だったことも
あり、生徒にとって分かりやすい授業を
追求している。その結果、担当生徒数は
エディック・創造学園個別の全教室で
1位の人気を誇り、2023年下半期授業
アンケー トでは総合3位（授業満足度
99.7%)を記録。卒業生からも 「苦手
教科の定期テストの点数が大幅に向
上した」 「質問がしやすい環埒だった」と
高い評価を受けている。

鳳麿どんな子どもが個別指導に合うの？

個別指導が合わない生徒はいません。個別指導が優れて

いるところは「個」にフォ ー カスしているところです。講師は

授業を通してその生徒のクセや韻いている箇所、のぴしろ

などを把握し 、授業以外のコミュニケー ションを通してその

生徒の本心や興味、モチベ ー ションなどを把握します。これら

の情報を取りまとめ、 その生徒に対して適切な学習プランを

提供するのが個別指導です。そのため、どの ようなお子さま

でも個別指導は合います。ただ、その学習プランの中で、

今の生徒の状況を見て 、 集団やオンラインを受講することが

プラスになるのなら、こちらから提案いたします。創造学園

には中学受験部門・高校受験部門•大学受験部門のそれぞれ

に、個別・集団そしてオンライン指導が揃っており、連携が

取れているため、多種多様なニ ー ズにお応えできます。

鳳怠ぃつから塾に行くのが良いの？

ぜひ夏期講習を体験受講してください。通常、塾は学校と

並行して通います。学校での授業や部活動 、 その他の習い

事に、さらに塾を追加するとなると時間的にも体力的にも

少しハ ー ドルが高く感じるかもしれません。 ただ、学校が夏

休みであれば、復習にも予習にもじっくり時間をかけ、取り

組むことができます。夏期講習で通塾のご様子を見ていた

だき 、 入塾時期の検討をされるのが良いかと思います。

鳳島ェディック個別の特徴は？

他塾には無い厳しい採用基準と、独自の研修で鍛えられた

講師の高い授業力でお子さまの学習をサポートできます。

また、学校の定期テストや入試に関する情報と分析力で的

確な進路指導ができます。中学受験・高校受験・大学受験を

専門とする全ての部門との連携により 、 お子さまの可能性を

最大限に活かした学習プランの提案が可能です。

エディック•創造学園個別の3大特徴
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生徒の苦手を
しっかり把握できる

担任制
ご餐望や謂“手配の状況により．

変更する場合があります

地域密沼塾たから
実現する学校別の

定期テスト
対策

闘璽正1
必ず見つかる
キミだけの「学び方」

苦手単元を重点的に
補強したいなら！

゜一
夏に挽回！

苦手克服プラン
学力診断十60分X4コマ

この夏に自分を
追い込みたいなら！

効率よく
勉惟したいなら！

―| 
高校入試 9学期
合格力養成パック超速マスタ ー

学力診断十60分X2 コマ 目田回セット（受講無制限

エテ々ックロ団創造学園E園
お問い合わせ・
お申し込みは
w e bまたは
フリーダイヤルで！
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洪掃衣を掛けた小池副住職
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上
ボ
ラ
で
覗
い
た
舞
台
裏

〇
獅
子
舞
に
か
ま
れ
元
気
に
な
っ
た
腰

〇
舞
台
で
の
違
う
自
分
が
ち
ょ
っ
と
好
き

《
評
》
「
天」
世
界
パ
ラ
陸
上
が
近
く
の
ユ
ニ
バ
ー

記
念
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た 。

今
回
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
大
会
を
支
え
た
と
思
っ 。

そ
の
時
覗
い
た
舞
台
裏
で 、

選
手
や
関
係
者
の
懸
命
な
姿
に
感
銘
を
受
け
た

に
違
い
な
い 。

中
七
の
「
ボ
ラ」

だ
が 、

ど
こ
ま
で
の
省
略
が
許
さ
れ
る
の
か
は
難
し
い
と
こ
ろ 。

こ
の
句
の

場
合 、

読
ん
で
い
る
方
々
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
通
じ
る
と
思
つ
の
で
良
い
か
な
：
： 。

限
ら
れ
た
字
数
の
中

で
の
表
現
の
難
し
さ
を
い
つ
も
思
っ ゜

「
地」
大
き
く
開
い
た
獅
子
の
口
に
頭
を
噛
ま
れ
た
ら 、

邪
気
を
払
い 、

魔
除
け
や
疫
病
退
散
な
ど
の
ご
利
益

が
あ
る
と
か 。

目
を
閉
じ
て
こ
わ
ご
わ 、

す
っ
ぽ
り
と
頭
を
噛
ま
れ
た
時 、

不
思
議
な
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
た
経
験
が
あ
る 。

作
者
は
そ
れ
で
腰
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
か
ら
正
に
獅
子
舞
さ
ま
さ
ま 。

弱
い

と
こ
ろ
に
直
接
効
い
た
ご
利
益
は
最
高
：· ゜

「
人」
緊
張
と
不
安
と
ち
ょ
っ
と
し
た
照
れ
と
：· 。

い
つ
も
と
違
う
自
分
が
い
る 。

こ
ん
な
場
面
で
こ
ん
な

演
技
が
で
き
る
の
か
と
驚
き
な
が
ら
も 、

自
分
の
姿
に
拍
手 。

見
事
に
そ
の
舞
台
を
こ
な
し
た
こ
と
だ
ろ
う 。

下
五
が
良
い
で
す
ね 。

人
は
誰
で
も
何
面
も
の
己
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
が 、

そ
ん
な
自
分
と
何
時
ど
こ
で
ど

う
出
会
う
か
：·

良
い
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
動
と
感
謝
の
ひ
と
日
だ
っ
た
か
も 。
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※
選
者 、
新
島
都
子
氏
所
属
「
ふ
あ
う
す
と
本
社」
の
句
会
は
7
ペ
ー

ジ
に
揖
載

一瀑渭鴻『一

面「信じる」 7月25日締切（紙上句会）iノ品認覧悶：i

巴「まるい」 8 月25日締切
｛ ：言瓢罰喜i
：記まで郵送を。
. - - - ---. ----. ------ --, 

〒650-0023神戸市中央区栄町通3-6-7大栄ビル9階
ビバ！ニュ ー タウン編集室「川柳係」
Eメールでも受付 アドレス info@vivanewtown.com 

J.J ビバ！川柳26周年記念

りょ低廷句会開催
8月21日号で26周年記念紙上句会を開催します

〔〔四題「信じる」 7月25日叩］
毎月入選者3名の投句者様に編集室よリプレゼントを贈ら
せていただきます。皆様の力作をお待ちしています！
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